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和解条項
〔

(別紙)

被告患,原吝に対し,消費者との間であ賃貸借黎約の締結に際して,:以下?各

号を含む契約の申込み又

'ま

承諸め意昼表否を行わない。

(1)被告が賃借人に対し,月 1紙 |の各号を理由として,催告する
ことなく,賃貸

借契約を解除できるとする契約条項  Ⅲ l
12)被各が賃借人に対し,別瓶2の各号を理由として,物件の上下水道,給場,

冷懐房,電気,Iガス若しくは要話の奮J用俸止又は入室禁止
の処置を行うことが

できるとする契約条項     …

8)賃信人が被告11対し,:前 2号を原因とする被告の損害賠償質務を免責すゃ契

約条項 ・

阻)被告が賃借人に対し,算借人が別紙王の第4寡の答債務を支払ゃないこと,

又 iま,賃借人 11賃貸借茅契約ゐ違界の署いがあることIを理由 として:賃借人 ?承

諾を得なし
′
で`物件に立ち入り,xは適切な処置をとるとの契約条寡

賃借人が物件ので良,寧物の1諸弾炉等
の故障,震災文は風水害等の天災,盗

難等による損害にもぃて,1事由の如何にかかわらず,I被告の損害賠償債務
を免
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(5)

責するとの契約条項    ‐

俗)賃借人が物件の明iす渡し蒔に被告の客担する債務を免責するとの契約条項

確}賃借人が物件に家具又は諜備等を設置する場合,韓去後に設置痕が残らな
い

ょう1と渾切な措置
.を取,る こ|々軍借人の善管注意義務

の内容とする契投余琴

僧)i賃借人が物件の床面を窄期中にワン歩ズがけそ
の他のフロ■リンパ画の保護

する行為オどすることを賃借人の善管注意義参
あ内容とする予契約条項

(釧 賃借人が被告に対し,明け嬢しり除に発生する,導常損耗に野る原状甲復費

角を負担するとの契約条項
・

ネ皮告は;原告に対し,消費者との間で籍結した賃貸借
多契約に,前要各号の契伸

条項が含まれていても,前項各■の契約条項は効力がないことを確認し;同消費

者に対し,前項各号の契約条啄に基づく権利行使をしない。
|

被告は,同消費者に対し,本和解成立の日から45日 以内に,別紙 3の書面 (た

だし,日付の記入,誤字?訂子又lま表記の些末な変更
は,あ り得る。)を同消費者?

メールボックスに投函する方法により通知すると被告は原告に対し,上記の通知

を行う歩なくとも2週間前までには,通知の日時及び場所を連絡する。 I
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3 被告は,原告に対し,第 1項の履行として,本不日解成立の日から60日以内に,

被告が所有する建物それぞれにつぃて,新しい貸貸借碧約書の契約条項を原告に

蘭覧さをることを承諾する。被告と原告は,蘭覧の日時及び場所について,少な

くと
｀
もそあ 1週間前までに協議あ上,取 り決める。      |    

・
=

4 被告は,原告に対し,第 2項の履行として,被告が所有する建物それぞれにつ

いて,第 2項にて配布する書面のうち少なくとも1蔀を,をの配布の際に立ち会

つた原告の関係者に関覧ヽせることを承諾するも

5 被告は,本和解成立後,すみやかに,本和解の内容を従業員に対して月知すo
措置を行う。            1           1  1
6 原告はその余の請求を放棄するゎ .       '´     i    i
7 訴訟費用は各自の負担とする。 (  1  1

:               以上

)
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(別紙 1)

1 家賃及び管理費を3日 以上滞納したこと

含の他の被告が定める禁上行為を行つたこと,文はぅ事2 賃借権の譲渡及び転貸:

前に被告の書面による承諸を要すると定める行為についてその承諾を得なかつた

こと               .
3′ 共両生活め秩序を乱す行為をしたと認められるこど

4 以下に定める債務の支払を1回でも滞納したこと

(1)賃借人が負担するとされた電気料,冷暖房料,給湯料P主下本道料,電話料

等の使用料

似)賃借人の故意来は過失にキリ毀損,.滅失したとき?修繕費    I I
'伯
〉被告の許可を得ずに行なつたときの原状回復費用:

傾)貸室明け渡
｀
し退去時のクリ▼ニング費用

(働 水道,便所,浴室等が凍結したとき?修繕費       、
5 差押,仮差押,仮処分I強舗i執行又は競売の申し立てをしたこと,又は申し立

てを受けたこと
`

6 破産,民事再生;会社更生又は特別清算の申し立てをしたこと,界は,これら

の申し立てを受,すたこと、
7 解散′の決議又は任意整理手練を開始する旨を対外的に公表したこと

と 振出,31受又は保証を行ちた手形又は小七刀手が不旗ηとなつたこと

9 被告との賃貸借契約の条項に違反したこと       .′

10 被告の定ゆるハ居者の進守事項を守らなかつたこと
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(男 1和氏2)

1 賃貸借契約め結結時又は申込時に虚偽の事実を告げて入居したこと

2 家賃及び管理費を3日 以上滞納`レたこと

3_貴借権の譲凌及び転餐そあ他の搾告か定める基工行為を待つた
こと,xは,事

.前

1こ被告あ書面による承諾を要すると

=め

る行為につドてその承議を得有か
つた

こと   .        |     .
4 貸室又は共同使用施設を故意に石皮損したこと

5 共向生活の秩序を乱す行為をした1語められること           1

6 賃椿人が暴力回員 (暴走族々含む。)であること,又は,暴力団風の振舞いをし

たこと        i ′                    …
・      '`      

許納したこと               |7 以下に察める債務9支払を1回でも淵

(1)賃信人か負担するときれた電気料,冷援房癖,給湯料,上
下水道料,、 電話料

等の使用料                  .        …

似)賃借人の故意又は過失にキリ毀操,滅失したときの修繕費

俗)被告あ許可を得ずに行なつたときの原状回復費用

阻)貸室明け渡し選去時のクリーニング費用

脩)水道,便所,浴室等が凍結した|き の修繕費

8 差持:仮差才甲,I板処分:強制執行文は競売の申t立そをど■|と ,界は申し立

てを受けたこと                 i

9 破産,民事肯生,会社更生文は特別清算の申し立てをしたこと,罫は,これら

の申し立てを受けたこと

10 解散の決議界は任意≧理手続を開始する旨を対外的に公表したこと

11 振出,コ受又lま保証を行つた干形又は小切手が不渡りとなつたこと

12 牛勿件又は建物を故意又は重大な過失たより汚損,損傷,滅損したこと

i3 被告との賃貸借契約の条項に逮反したこと   
テ  r

14 被告あ定める人居者の遵守事雰を寺らなかつたこと , ・
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